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江戸時代の絵本 - 草双紙の世界 - 

皆さんは、「草双紙
くさぞうし

」をご存じでしょうか。 

草双紙は、江戸時代に江戸において出版された娯楽本です。江戸時代の中期頃、平和な時代

を背景に江戸では町人階級から浮世絵や演劇、俳諧など様々な娯楽文化が生み出されました。 

その中で、主に女性や子ども向けに誕生したのが草双紙です。草双紙は紙いっぱいに描かれた

挿絵と平仮名書きの文章で構成されており、また 1 冊 10 ページほどのため大変読みやすく江

戸時代中期から明治時代にかけて女性や子どもから絶大な人気を得ました。 

草双紙は、まさに『江戸時代の絵本』とも呼べるもので、「桃太郎」、「舌切り雀」、「猿蟹合戦」

など現代の子どもたちにも読み継がれている有名なおとぎ話の他、「三国志」、「義経記」などを

モチーフにした時代小説も多く作られました。 

しかしながら、いざ草双紙を見てみたい・読んでみたいと思ってもなかなか草双紙に触れる

機会は多くありません。 

先日、町図書室に入荷しました『江戸の絵本読解マニュアル 子どもから大人まで楽しんだ

草双紙の読み方』では、草双紙の基礎知識から読み方そして様々な草双紙の物語を紹介してい

ます。 

今回はこの著書の中から「桃太郎」をモチーフに作ら

れた草双紙『勇力競
ゆうりきくらべ

』について紹介します。 

物語の主人公は当然「桃太郎」なのですが、この作品

では桃太郎のライバルとして「柿太郎」が登場します。

柿太郎は桃太郎より先に鬼退治に向かいますが、鬼に敗

れ、なんと鬼の家来になってしまいます。その後、桃太

郎が鬼退治のため鬼ヶ島に来ると柿太郎は鬼とともに

桃太郎を迎え撃つという物語です。「桃太郎」という誰

もが知っているストーリーに少し手が加わったことで、

全く新しい物語のように作られています。また、草双紙

は、お正月の時期に一度だけ出版されたため、子どもへのお年玉や江戸土産

としても用いられてきました。 

さて今回取り上げました著書では、桃太郎をモチーフにした『勇力競』の他

にも多くのユーモアあふれる作品が紹介されています。ぜひ、この著書を手

に取っていただき、草双紙の世界に触れてみてはいかがでしょうか。 

 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 

桃太郎が鬼退治に来ると知った鬼が、柿太
郎をはじめ、家臣を集めて対策を練ってい
る場面（『勇力競』七丁裏・八丁表）より 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 



第４０２号           書窓           令和５年６月２１日 
  

- 4 - 

 

 


